ABAXワードブックについて

こんにちは。『ABAXワークブック〜新しい単語と表現のために〜』へようこそ。（以下、省略してABAXワードブックと呼びます。）さて、いま皆さんが手にしている本はワードブック、つまり単語帳なのですが、まずはパラパラっとページをめくってみてください。どうですか、いろいろな矢印やイラストがあったりして、皆さんが普段使っている単語帳とはずいぶん違った感じがしませんか？　そこで、この変わったスタイルの単語帳を上手に活用するために、あらかじめ皆さんに知っておいてほしいことをいくつかここでお話ししたいと思います。

●まず、ABAXワードブックは次の3つの考え方をもとに作られています。その一つめは、生徒はそれぞれ異なった単語や表現を学ぶことを必要として教室に来ているということ、そしてあなたがクラスで遭遇する未知の単語や表現は、別の生徒が知らないそれらと必ずしも同じではないという考え方です。従って、様々な単語や表現のあなたにとっての必要性もおのずから変わってくるわけです。このような理由から、あなた方一人一人がそれぞれの必要性に見合った単語帳を持つことが必要とされるのです。

●二つめは「訳す」ということは単語学習のほんのはじめの部分に過ぎないという考え方です。　日本語の単語の多くには、それと同じ意味を持つ英単語が存在しません。異なった言語の単語はたとえ似ているように見えても全く異なった性格を持ち、全く異なった位置に現れ、そして全く異なった働きをするのです。すなわち、単語または表現は、その言語の中でどう使われているかということを見なければ、本当に学ぶことはできないのです。単語の学習をすることは、人と知り合いになることと同じくらい時間がかかるのです。

●三つめの考え方は、単語や表現はただ受け身的に学習するのではなく、積極的に使うものだということです。単語や表現を使おうとすることは、同時にそれらを覚えることや理解することの手助けになるだろうと思います。

· ABAXワードブックは5つのセクションに分かれています。それぞれのセクションには10　ページの「テンプレート」（単語や表現を書き込むための）、続いて書き込んだ単語や表現を理解することの手助けとしてexercises（練習問題）が用意されています。A〜Dは単語や比較的短い動詞句等を書き込むためのもの、そして最後のEは比較的長い表現（グループとして覚えた方が適切なもの）を書き込むためのものです。

ワードブックの使い方
◎単語や表現を集めよう

あなた方の教科書、英語のクラス、新聞、映画、そして会話の中から必要だと思うもの、あ

るいは興味を持ったものを集めて、ワードブックに書き込もう。

◎単語や表現を整理しよう

単語はただ無造作に書き込むのではなく、あなた方が使いやすいように−例えば、タイプ別、　　

分野別、品詞別など、あなたが一番覚えやすいように整理しよう。

◎Exercisesを行おう

各セクションの最後のExercisesはあなた方がこのワークブックの中の単語や表現、そして
それらの使い方を学ぶ手助けをするためのものです。このExercisesを行うと単語や表現の学　

習が容易になることでしょう。（各Exercisesの最後にある何も書かれていないページはあな
た方が必要なときに自由に使うためのものです。）

◎復習は欠かさずに

復習のために最後に何時間もかける必要はありません。一回数分すれば大丈夫、しかし必ず
復習することが大切です。

◎自分のワードブックを作ろう

　絵を描いたり、色をつけたり、落書きをしてみたり。これはあなたのワードブックなのです。

